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５
月
４
日
㈯
、
志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
で

「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地

震
の
影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
、

約
４
カ
月
遅
れ
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
に
20
歳
を
迎
え
た
の
は
、
平

成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
１
７
６
人
で
、
晴
れ
着
姿
に
身
を

包
ん
だ
１
４
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
冒
頭
、
地
震
の
犠
牲
者
に
黙
と
う

を
さ
さ
げ
ま
し
た
（
写
真
１
）。
ま
た
、
西
田

昭
二
衆
議
院
議
員
を
始
め
、
多
く
の
来
賓
が

二
十
歳
の
節
目
を
祝
福
。
大
野
万
由
子
さ
ん

と
松
谷
萌
々
佳
さ
ん
が
、
県
知
事
祝
辞
を
代

読
し
（
写
真
２
）、
奥
矢
教
介
さ
ん
が
稲
岡
町

長
か
ら
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
（
写
真

３
）。
萬
年
俊
行
さ
ん
は
「
ふ
る
さ
と
志
賀
町

に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
大
人
と
し

て
の
自
覚
を
持
っ
て
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と

謝
辞
を
述
べ
（
写
真
４
）、
花
島
涼
太
さ
ん
と

星
場
麗
羽
さ
ん
が
、
二
十
歳
の
決
議
を
宣
誓

し
ま
し
た
（
写
真
５
）。

　

ま
た
、
人
気
ボ
ー
イ
ズ
グ
ル
ー
プ
・

Ｊジ
ェ
イ
オ
ー
ワ
ン

Ｏ
１
か
ら
届
い
た
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

動
画
も
上
映
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
６
）。

　

最
後
に
、
出
席
者
全
員
で
、
20
年
間
育
て

て
く
れ
た
保
護
者
に
対
し
、
感
謝
を
伝
え
ま

し
た
（
写
真
７
）。

２５

４

３

晴
れ
着
姿
に
身
を
包
み

晴
れ
着
姿
に
身
を
包
み

１
７
６

１
７
６
人
が
人
が 

新新
た
な
た
な
門
出
門
出

１

６

７

司会を務める中林由季さん㊧と

木谷朱里さん㊨
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令和６年
志賀町 二十歳のつどい
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8旧友との再会に笑顔がこぼれる　9～ 13旧友や家族との記念撮影を楽しむ　14  町議会による「将来、志賀町に住みますか？」アンケー
トに答える　15 14 歳の立志式で自分宛てに書いた手紙を受け取り笑顔　16  式に駆け付けた恩師と記念撮影する富来中学校の卒業生
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桜井　美咲さん（上熊野地区）

平山　祐雅さん（高浜地区） 舛岡  諒汰朗さん（高浜地区）

木谷　朱里さん（福浦地区）

花島　涼太さん（加茂地区）萬年　俊行さん（堀松地区）

池田　盛隆さん（堀松地区）

星場  麗羽さん（上熊野地区）

永江　隆和さん（高浜地区）

江下　優真さん（高浜地区）

大葉　一貴さん（高浜地区）

南　花恋さん（堀松地区）

松谷  萌々佳さん（中甘田地区） 地下　郁人さん（富来地区）

柴田　奏琉さん（中甘田地区）

大野  万由子さん（堀松地区） 奥矢　教介さん（土田地区）

福塚   悠人さん（東増穂地区）

中林　由季さん（富来地区）

山海　葵さん（富来地区）

社
会
人
を
頑
張
る
‼

一
人
一
人
に
寄
り
添
う

管
理
栄
養
士
に
な
る
。

宇
宙
飛
行
士

健
康
に
生
き
る

笑　

顔

誠
実
に
し
て

社
会
に
役
立
つ
人
間

父
の
よ
う
な
人
に
な
る

ど
こ
ま
で
も
突
っ
走
る
‼

Love
for

fam
ily

楽
し
く
生
き
る

一
切
順
利

素
敵
な
お
嫁
さ
ん
♥

ス
テ
キ
な
大
人
に
な
る
！

仕
事
に
慣
れ
る
こ
と

自
分
の
好
き
な
こ
と
を
し
て

生
き
て
い
く
！

素
敵
な
英
語
の
先
生
に
な
る

楽
し
く
生
き
る
！

自
分
を
大
事
に
！

自
由
に
生
き
た
い
‼

We Have a Dream はたちの誓い

み
ん
な
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る

社
会
人
に
な
る
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ピ
カ
チ
ュ
ウ
が
町
内
の

保
育
園
・
幼
稚
園
を
訪
問
♪

が
ん
ば
ろ
う
志
賀
！
が
ん
ば
ろ
う
能
登
！

広がる
支援の輪

５
月
13
日
㈪
、
人
気
ゲ
ー
ム
「
ポ
ケ
ッ
ト

モ
ン
ス
タ
ー
」
で
お
な
じ
み
の
「
ピ
カ
チ
ュ

ウ
」
が
、
高
浜
・
と
ぎ
保
育
園
と
す
ば
る
幼

稚
園
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

園
児
や
職
員
は
ピ
カ
チ
ュ
ウ
の
サ
ン
バ

イ
ザ
ー
を
か
ぶ
り
、
ク
イ
ズ
に
答
え
た
り
、

一
緒
に
踊
っ
た
り
、
記
念
撮
影
を
し
て
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
園
児
に
ポ
ケ
モ

ン
グ
ッ
ズ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ピ
カ
チ
ュ
ウ
訪
問
は
、
ポ
ケ
モ
ン
・

ウ
ィ
ズ
・
ユ
ー
財
団
に
よ
る
災
害
支
援
の
一

環
で
、
こ
れ
ま
で
も
「
ポ
ケ
モ
ン
と
い
つ
も

い
っ
し
ょ　

〜
せ
い
か
つ
お
う
え
ん
ブ
ッ

ク
〜
」
を
配
付
し
た
り
、
こ
ど
も
の
日
の
北

國
新
聞
折
り
込
み
で
「
ピ
カ
チ
ュ
ウ
か
ぶ

と
」
を
掲
載
。
今
後
も
、
被
災
し
た
こ
ど
も

た
ち
に
笑
顔
を
取
り
戻
し
て
も
ら
う
た
め

の
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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　復興イベント「Pray for Japan 2024 石川県能登半島被災地
訪問プロジェクト」が道の駅とぎ海街道で開催されました。
主催の駐日ベトナム大使が能登半島地震の義援金を稲岡町
長に手渡しました。ラーメンの炊き出しや大食いアイドル
もえのあずきさんらによる歌のステージや地元太鼓演奏が
繰り広げられました。
　また、増穂浦海岸を望む観光名所「世界一長いベンチ」が
約半年の改修工事を終え、復興イベントの中でオープニン
グセレモニーが開催されました。日本公園施設業協会の「出
張遊具コーナー」もベンチ横に設置され、人気を集めました。
　ベンチは1987年に作られ全長460.9ｍ。老朽化やペンキの
色落ちが著しかったため、14年ぶりに大規模改修しました。
新しいベンチの長さは変わりませんが、座面を全て県木の
アテに張り替え、背もたれはなくし、後ろにある手形陶板

　Ｂ＆Ｇ財団の『がんばろう能登半島！Ｂ＆Ｇわくわく水
上運動会 for志賀』が、鶴来Ｂ＆Ｇ海洋センター（白山市）
で開かれ、志賀町の児童43人が水遊びを楽しみました。プー
ル内で玉入れや鬼ごっこ、水上トランポリンなどの遊具で
遊び、歓声を上げていました。被災地の子どもたちが元気
に遊べる場を提供しようと、全国のＢ＆Ｇ海洋センターに
寄せられた支援金で招待されました。

　建設業などを手がける「ＳＡＩグループホールディン
グス」（福岡）は、能登リゾートエリア増穂浦に木製の
コンテナハウス１台を寄付しました。「ＣＬＴセルユニッ
ト」を活用し、作業員３人が２日間で設置。最大 10 人
が宿泊でき、災害ボランティアの拠点として運用します。
コンテナハウスは２部屋あり計 30 畳。シャワー室を備

　災害支援をしてくれたトヨタ自動車㈱の佐藤恒治社長
ら５人が、役場本庁舎を訪れました。
　震災後、町はトヨタ自動車㈱から給水タンクの提供や、
避難所外避難者への物資配達仕分け搬出作業の改善などさ
まざまな支援を受け、稲岡町長は感謝の言葉を述べました。
佐藤社長は「少しでもお役に立てればうれしい。こちらも
多くの学びがあった」と話しました。また、愛知県から派
遣されている災害応援職員からも話を伺い激励しました。
　今後もトヨタ自動車㈱から引き継いだノウハウを生か
し、復興に向けて支援を進めていきます。

広がる支援の輪４月４日㈭

５月９日㈭

５月11日㈯

４月３日㈬

えています。社員から目
録を受け取った稲岡町長
は「宿泊施設がまだまだ
不足している。多くの人
に利用してもらいたい」
と期待しました。

を見やすくしました。国道249号沿い
とベンチ横の看板は町と連携協定を結
ぶ金沢美大の学生がデザインしました。
　稲岡町長は「ベンチから眺める夕日は
町が誇る観光資源。たくさんの人に来
てほしい」と期待しました。 広報しか
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